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新任理事のご挨拶

令和３年９月から管理・労務・経営担当理事を務めています。以前は、中国四
国厚生局において、医療分野では保険医療機関の指導監査、看護師の特定行為研
修の指定などを担当しておりました。
医療や医療現場への国民の期待と関心がかつてなく大きい中で、皆さまと
JCHOで働けることを光栄に感じております。
この数か月間において、新型コロナウィルス感染症対策では、地域医療での貢
献とともに、国の独立行政法人として率先した対応が求められ、当法人と各病院
の度量と能力が試されました。病院での対応、看護師派遣のご尽力や、第６波に
向けた備えに感謝しています。
ブースター接種の開始や新薬の承認など対応が進んでいますが、第６波の動向
は、予断できない状況です。
そして、コロナを乗り越えた、すぐ先には、本来の課題が待っております。地

域で求められる医療機関であり続けるために、何をしなければならないか。皆さまとともに、しっかり
と取り組み、前進したいと考えております。

管理・労務・経営
担当理事

大鶴 知之

今年度行われた秋田県病院協会の大
会で、優良職員表彰を受賞する運びと
なりました。JCHO秋田病院に新人看
護師として入職し看護を学び、役職者
となり認定看護管理者の資格を取得し
て、数回の転勤を経験しました。たく
さんの人に支えられた看護人生です。
その中で私の看護人生に一番影響を与えたのが、
JCHO秋田病院で20年来行われている「レビュー」です。
「レビュー」は、秋田病院の看護の原点です。自分の看
護を物語風にまとめ、自分の口で看護を語り、同僚や
上司から自己の看護の承認を得て、次の看護に挑戦す
る意欲につながる、そんな取り組みです。看護師個々
のモチベーションアップにつながり、看護師個々が自
分の看護の中で得意な分野を見出すことに役立ってい
て、キャリアデザインにも寄与する取り組みであると
感じています。評価者として看護部長が可能な限り看
護・介護職員のレビューに参加し、日々の看護や介護
に触れることができる幸せな時間です。
JCHO組織の中で、看護を仕事として、先人たちか

ら学び、これから活躍する人々に看護の楽しさややり
がいを伝えられたらいいなと思いながら、「看護」と共
に生きているように感じます。多くの方々と巡り会い、
多くの方々から愛情をいただき、自分のできる限りの
力で恩返しができるように、看護人生を邁進している
今があります。その中でのこの度の受賞は、周囲の皆
様のお陰であり、感謝の気持ちでいっぱいです。

令和３年９月９日（木曜日）、令和３年度救急医療功
労者・優良看護職員熊本県知事表彰式がホテル熊本テ
ルサにおいて執り行われました。
この表彰は救急医療に功績のあった団体及び個人、
質の高い看護提供に関し顕著な功績のあった個人に対
して毎年「救急の日」にちなみ行われるもので、今年
度は救急医療功労者として当院を含む２団体、優良看
護職員として個人 13名が表彰されました。
当院はこれまで救急応需率 100％を目指し、年間平均
7000 人の救急患者（うち救急車による患者受入数 2700
人）を受け入れていることに加え、県境圏（鹿児島県
伊佐市、宮崎県えびの市など）からの積極的な患者受
け入れが評価されたとのことです。
式では出席した団体、個人が蒲島熊本県知事より表
彰状を授与されました。出席者を代表して当院木村正
美院長が「これまでの当院の取り組みを評価いただき、
光栄なことであるし、職員のモチベーションも上がる。
帰ったら早速職員に報告したい。」と謝辞を述べました。
帰院後は早速全職員に報告がなされ、喜びを分かち
合うとともに、これからも球磨医療圏の基幹病院とし
て救急医療に精進すべく、皆身が引き締まる思いで表
彰状を眺めていました。

JCHO 秋田病院　看護部長　安田 純子 JCHO 人吉医療センター　医事課長　中川 貴夫

NEWS
秋田県病院大会での

優良職員表彰への想い 救急医療功労表彰

表彰状熊本県知事（左）と木村正美院長



関
根
▼
今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
糖
尿

病
内
分
泌
内
科
の
上
野
医
師
が
、
学

生
へ
の
指
導
な
ど
リ
ー
ダ
ー
役
を
務

め
て
く
れ
ま
し
た
。

上
野
▼
前
回
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕

２
０
０
周
年
の
記
念
展
示
（「
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
」）
を
行
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
時
と
同
じ
よ
う

に
看
護
学
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
当
院
に
は
医
師
や
看
護
師
、

栄
養
士
、
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
糖
尿
病
診
療

チ
ー
ム
（
糖
尿
病
診
療
委
員
会
）
が

あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
学
生
が
協

力
し
て
、
２
０
２
１
年
１
月
か
ら
１

年
が
か
り
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
イ
ン
ス
リ
ン
に
ま
つ
わ
る

話
を
中
心
と
し
た
糖
尿
病
に
関

す
る
展
示
を
、
１
階
正
面
入
口

ロ
ビ
ー
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

関
根
▼
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
生
誕

２
０
０
周
年
の
展
示
は
学
生
有

志
と
当
院
看
護
部
の
コ
ラ
ボ
企

画
で
し
た
が
、
今
回
は
、
学
生

と
糖
尿
病
診
療
チ
ー
ム
の
コ
ラ

ボ
で
す
。

上
野
▼
糖
尿
病
診
療
委
員
会
で

は
、
糖
尿
病
診
療
に
関
す
る

様
々
な
事
項
、
例
え
ば
血
糖
測

定
器
の
選
択
と
か
、
栄
養
相
談

件
数
を
増
や
す
取
り
組
み
な
ど

議
題
に
挙
げ
、
毎
月
１
回
議
論

し
、
病
院
の
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。

関
根
▼
糖
尿
病
診
療
チ
ー
ム
は
多
く
の
病

院
が
持
っ
て
い
ま
す
が
、
当
院
の
特
徴

は
、
病
院
が
正
式
に
認
め
た
委
員
会
と

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
単
な
る
一
診
療

科
に
所
属
す
る
チ
ー
ム
で
は
な
く
、
部

門
横
断
的
に
活
動
し
て
病
院
全
体
の
糖

尿
病
診
療
に
つ
い
て
の
権
限
を
有
す
る

と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
各
部
門
の
代

表
者
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
意
見

を
持
ち
寄
り
、
委
員
会
で
決
議
さ
れ
た

内
容
を
各
部
門
、
ひ
い
て
は
病
院
全
体

に
周
知
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
幹
部
が

承
認
し
ま
す
が
、
実
際
に
は
委
員
会
の

合
議
で
ほ
ぼ
基
本
方
針
が
決
ま
り
ま
す
。

～
病
院
か
ら
見
た
学
生
の
成
長
～

上
野
▼
今
回
は
看
護
学
校
の
２
年
生
全

員
、
33
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
の
個
人
的
な
感
想
で
す

が
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
出
来
上
が

り
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
専
門
的
な

立
場
か
ら
修
正
し
た
点
は
あ
り
ま
す

が
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
も
の
に
仕

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は

授
業
の
一
環
と
し
て
も
行
い
ま
し
た

が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
範
囲
で
は
完
結

し
な
い
の
で
、
残
り
は
課
外
活
動
で

進
め
ま
し
た
。
作
品
の
中
で
学
生
が

中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
の
が
イ
ン
ス

リ
ン
の
年
表
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
発

見
以
前
か
ら
の
糖
尿
病
の
歴
史
に
つ

い
て
も
調
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

徳
岡
▼
ペ
ン
型
注
射
器
や
経
口
薬
も

色
々
と
開
発
さ
れ
、
そ
う
し
た
発
展

が
現
在
ま
で
１
０
０
年
も
続
い
て
い

る
ん
で
す
ね
。

上
野
▼
１
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は

イ
ン
ス
リ
ン
が
な
い
と
生
存
で
き
な

い
の
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
発
見
以
前
は

基
本
的
に
高
血
糖
昏
睡
を
起
こ
し
て

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

１
９
２
１
年
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
発
見

さ
れ
、
１
型
糖
尿
病
の
方
も
イ
ン
ス

リ
ン
を
補
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
80

歳
、
90
歳
ま
で
長
生
き
し
て
寿
命
を

糖尿病診療委員会組織図

　毎年 11月 14 日は世界糖尿病デー、2021 年はインスリン発見 100 周年です。ＪＣＨＯ東京新
宿メディカルセンターでは、これを記念して「インスリン・ミラクル」というイベントを企画し、
院内で展示を行っています。今回の企画を実行したのは附属看護学校の学生たち。彼らの企画にま
つわる話や、成長の様子を関根院長、野月看護部長、糖尿病内分泌内科の上野医師に伺いました。

（聞き手：徳岡　広報・コミュニケーション担当理事）

JCHO東京新宿メディカルセンターの企画JCHO東京新宿メディカルセンターの企画
「インスリン・ミラクル」への取組みと看護学生の成長「インスリン・ミラクル」への取組みと看護学生の成長

特集①
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医局会
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薬物療法／服薬指導
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左から関根院長、上野医師、野月看護部長

全
う
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
、

非
常
に
画
期
的
な
出
来
事
だ
と
思
い

ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
出
来
て
間
も

な
い
頃
は
患
者
さ
ん
が
イ
ン
ス
リ
ン

を
自
宅
で
打
つ
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
一
日
に
何
回
も
病

院
に
行
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
を
打
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
自
宅
で
、
自

身
で
量
を
調
節
し
な
が
ら
打
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も

う
一
点
、
最
近
著
し
い
進
歩
が
あ
り

ま
し
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
打
つ
時
は

血
糖
値
に
応
じ
て
量
を
調
節
す
る
の

で
す
が
、
以
前
は
指
先
な
ど
か
ら
血

液
を
出
し
て
検
査
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
皮
下
に
血
糖
セ
ン
サ
ー
を
埋
め

込
ん
で
、
持
続
的
に
皮
下
の
組
織
液

か
ら
血
糖
値
を
測
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
従
来
の
‘
点
’
で
は

な
く
‘
線
’
で
血
糖
値
の
推
移
が
見

え
る
と
こ
ろ
ま
で
進
化
し
て
い
て
、

今
後
は
腕
時
計
を
つ
け
て
い
る
だ
け

で
持
続
的
に
血
糖
が
測
定
で
き
る
時

代
が
来
る
で
し
ょ
う
。

徳
岡
▼
学
生
た
ち
を
見
て
い
て
、
成
長

や
変
化
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
し
た
か
。

上
野
▼
看
護
部
長
と
も
話
し
ま
し
た

が
、
糖
尿
病
に
関
す
る
知
識
は
間
違

い
な
く
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
看
護

で
大
切
な
、
集
団
で
協
調
し
て
何
か

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
生

活
態
度
と
言
い
ま
す
か
、
今
ま
で
よ

り
も
さ
ら
に
勉
強
に
集
中
す
る
よ
う

に
な
っ
た
学
生
も
い
ま
す
。

野
月
▼
私
は
副
学
校
長
の
立
場
（
総
監

督
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
）
で
参
加

し
ま
し
た
が
、
看
護
学
校
の
岩
井
教

員
、
森
教
員
が
中
心
に
な
っ
て
学
生

を
よ
く
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
を
参

考
に
イ
ン
ス
リ
ン
発
見
に

か
か
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

大
河
的
に
年
表
に
ま
と
め

て
い
ま
す
が
、
イ
ン
ス
リ

ン
を
発
見
し
た
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ

博
士
の
生
き
様
や
イ
ン
ス

リ
ン
発
見
に
ま
つ
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
に
ド

ラ
マ
の
よ
う
な
面
白
さ
が

あ
り
、
学
生
も
心
を
躍
ら

せ
て
い
ま
し
た
。
２
年
生

33
名
が
５
つ
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
活
動
し
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
私
た
ち
と
よ
く

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
、

チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
生
活

態
度
面
や
学
力
が
ち
ょ
っ

と
心
配
だ
っ
た
学
生
が
、

す
ご
く
勉
強
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を

実
感
で
き
た
み
た
い
で
す
ね
。
真
摯

に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
感
動
し
ま
し

た
。
学
校
長
で
あ
る
院
長
が
糖
尿
病

の
専
門
医
な
の
で
、「
や
る
し
か
な

い
」
状
況
で
し
た
が
（
笑
）。
あ
と
は

上
野
先
生
が
要
所
要
所
で
学
生
と
の

打
ち
合
わ
せ
の
機
会
を
設
け
て
く
れ

て
学
生
の
疑
問
や
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ランゲルハンス島

膵臓は胃の背中側にあり、
• 内分泌機能 ホルモン分泌
• 外分泌機能 消化酵素の膵液を分泌
の２つの働きをしています。

イインンススリリンンととはは

インスリンとは、膵臓から分泌されるホルモンの一種です。
インスリンの働きは、大きく分けると下記の３つとなります。

① 筋・肝臓・脂肪組織へ糖を取り込むことを促進し、血糖値を下げます。

② 余った糖からグリコーゲンや中性脂肪を合成し、必要な時に活用できるよう
エネルギー源として貯蔵します。

③ 筋肉や血液の元になるタンパク質を合成して成長を促進します。

膵臓の病気には膵癌、膵炎、膵嚢胞など
があります。

膵臓は、消化液を分泌する外分泌器官の中に、
まるで海にたくさんの島が浮かんでいるように
内分泌器官が散在しています。この内分泌器官
をランゲルハンス島と呼びます。

ココララムム：：糖糖尿尿病病とと食食事事

糖尿病の治療においては食生活の改善が重要です。食事療法の基本は、適切なエネ
ルギー（カロリー）の範囲内で、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラルなどの栄養
素をバランスよくとることです。

また、食事の食べ方によって血糖値の上昇速度に差があることがわかってきていま
す。最近の研究によると、食事の最初に野菜をよく噛んで食べることにより、血糖値
の上昇が抑制されることが明らかにされました。これは、野菜に含まれる食物繊維に
よって糖質の吸収が阻害され、さらによく噛むことで食物繊維が細分化され糖質の拡
散速度が遅くなるためと考えられています。

【参考】今井佐恵子 他：糖尿病患者における食品の摂取順序による食後血糖上昇抑制効果 糖尿病 巻 号

世界最古の糖尿病の記載
糖尿病の最古の記載はエ
ジプトで書かれた医学文書の
‘’エーベルス・パピルス‘’にある。
そこには ‘’過度の喉の渇きと、
大量の排尿に苦しんでいる患
者に対し、植物の抽出物で
治療する‘’と記されている。
その後、ギリシャの医学者ク
ラウディヌス・ガレヌスは実験を
通して糖尿病は腎臓疾患と
断定し体液説を用いて病気
の原因を考えた。

紀元前
約 年前

糖尿病’’Diabetes’’の名付け親
アナトリア（現トルコ）のカッパドキア出身のアレテウスは糖
尿病の症状の記述を次のように残している。「 は不
思議な病気で、肉や手足が尿に溶け出し、腎臓と膀胱がお
かされ、患者は水道口から流れ出るごとくに絶え間なく水を作
る。」その著しい口渇、頻尿と痩せていく様子から、液体は体
の中にとどまることなく下がることから‘’サイフォン‘’と形容し、ギリ
シャ語のサイフォンを意味する‘’ ’’を使用した。 サイフォン式コーヒーメーカー

日本の歴史上の最初の糖尿病患者は？
日本における糖尿病の歴史は、 世紀の平安時代に始まる。
日本の歴史上の人物で最初の糖尿病患者は、藤原道長である。
道長は‘’この世をばわが世とぞ思う望月の欠けたることもなしと思え
ば‘’と和歌に詠み栄華を誇った。
道長は 歳代はじめから糖尿病を患い、口渇、多尿、多飲と
視力障害の症状に苦しみ、背中に大きなお椀ほどの腫れ物ができ
た。免疫力が低下し、少しの傷でも化膿する糖尿病の症状と考え
られる。道長は、これが原因となり、敗血症に陥り、最期は多臓器
不全で他界したと考えられている。

藤原道長
（ 年）

源氏物語の主人公、光源氏の
モデル。平安時代の権力者

糖尿病と膵臓の関係の発見
膵液がないと消化はどうなるのか？
年ドイツのミンコフスキーはこの疑問を解決
するために、フォン・メーリングと共に膵臓を
取り除いた犬を観察した。そして、この犬が
多尿になるのを発見。犬の尿には糖が含ま
れていることも確認し、糖尿病は膵臓の病
気であることを証明した。

「ランゲルハンス島」の発見

パウル・ランゲルハンス
（ ～ 年）

ドイツのランゲルハンスが膵臓に特別な構
造を持つ細胞のかたまりを発見したことに始
まる。ベルリン大学の医学生であったパウ
ル・ランゲルハンスは、医学部 年生の時に
膵臓でこれまで報告されなかった細胞集団
を見つけ、学位論文として提出した。ランゲ
ルハンスはこの細胞が何をしているかは解
明できなかったが、後にフランスの組織学者
ラグッセが血糖調節に関わる細胞と推察し、
発見者の名前にちなんで 「ランゲルハンス
島」と命名した。

膵臓のランゲルハンス島
（インスリンが分泌される）

インスリン発見以前の治療法：飢餓療法
インスリン発見以前の重症糖尿病患者（現在の 型糖尿病）の運命は過
酷であった。発症後数年以内にケトアシドーシス（血液が酸性に傾くことで
全身の臓器の機能が低下し、昏睡に陥る状態）で死亡し、 年以上生き
ながらえるのはまれであった。当時唯一の治療法はアメリカ糖尿病研究者の
フレデリック・マディソン・アレンが提唱した飢餓療法である。 これは極端な低
糖質食によりギリギリ生きていける程度の栄養を摂取する治療法であった。
飢えによる死を選ぶか糖尿病による死を選ぶかのようなものであり、患者の寿
命を数年延ばすのがせいぜいであった。

年以降～約 年～

年 年 年

インスリン発見の歴史と変遷

アレテウス
（ 年）

フフレレデデリリッックク・・ググラランントト・・ババンンテティィンンググ

（ 年 月 日－ 年 月 日）

カナダで生誕

トロント大学医学部卒業
第一次世界大戦中はカナダ軍の医療班に従事

トロントの小児病院で整形外科学の研修を修了

トロント大学でマクラウド教授の指導の下
助手のチャールズ・ベストと研究に従事

バンティング、マクラウドが
ノーベル生理学・医学賞を受賞

カナダ王立協会よりフラベルメダル授与

英国のジョージ 世よりナイトの爵位を授与

飛行機墜落の事故により死去

年

年

年

年

年

年

年

年

「「イインンススリリンン発発見見」」トトロロンントトのの奇奇蹟蹟

フフレレデデリリッックク・・ババンンテティィンンググは第一次世界大戦後、トロント近郊の町の、あまり‘はやらない’
外科開業医だった。ウェスタンオンタリオ大学で教職にあった 年、 月 日の日曜、翌週の講義の
準備をしていたバンティングは、定期購読していた「外科学、婦人科学、産科学」 月号の病理学者の
モージズ・バロン（ロシア）の『ランゲルハンス島と糖尿病の関係：膵石症の患者から』という論文に
興味を持った。当時の糖尿病は、不治の病で、患者が死んでいくのを見送るか、阿片を用いる危険な治
療や、患者の心身に負担が大きい飢餓療法しかなかった。
バンティングはこの学術記事に興味を持ち、膵管を結紮（けっさつ：医療においては、外科的処置の際

に用いられる身体の一部や医療機器を縛って固定する技術）して、内分泌腺から糖尿病の原因物質を抽
出し特定するというアイディアが浮かんだ。後に、「こころが乱れて眠れない夜だった」と手記に残し
ている。

バンディングは糖代謝の権威であるトロント大学のマクラウド教授と面談し、 匹の犬、 週間の実験
を手伝う助手と尿検査が出来る実験室の借用を嘆願、夏休暇中のみ実験室を借りることを条件に話がま

とまった。助手はコイントスに敗れた（？）医学生ベベスストトに決まった。インスリンを発見したトロン
トチームは、アイデアを出したバンティング、実験で彼を助けたベスト、チームを束ねたマクラウド教
授、途中から参加した化学者のジェームス・バートラム・コリップの四人で構成されることになる。

バンティングとベストは膵臓抽出物を糖尿病の犬（マージョリー）に投与した。すると血糖
から にまで低下した。膵臓の抽出物には、何か血糖値をさげる物質があることがわかった。こ
の抽出物はアイレチン（インスリン）と名付けられ、のちにマクラウド教授によってインスリンと命名
された。

～～ＣＣＯＯＬＬＵＵＭＭＮＮ～～
バンティングｖｓマクラウド

バンティング

左：ベスト
右：バンティング

マクラウド

参考文献：「インスリンの発見」マイケル・ブリス、医療の歴史(26) インスリンの発見 -医療あれこれ(suehiroiin.com)、インスリンを巡って part1 (aist.go.jp)、
www.saitama-med.ac.jp/uinfo/mnaika4/pdf/ditn01-11.pdf、Canadian Chemists: Sir Frederick Banting

バンティングとマクラウドはインスリン発見により 年にノーベル生理学·医学賞を受賞した。マ
クラウドはインスリン発見の報告は自分がするべきと考えていたが、バンティングとベストは自分た
ちこそがインスリンの発見者だと主張していた。 その結果、ノーベル賞はバンティングとマクラウド
の共同受賞となった。バンティングはマクラウドよりベストの方が受賞に値すると考えていたため、
マクラウドが受賞したことに強く反発した。そこで、バンティングは賞金をベストと半分にし、 真の
共同研究者であることを示した。この時点で二人の関係は修復不可能であった。
実際にインスリン発見の論文にマクラウドの名前はなく、ベストとの連名である。バンティングは誰
よりもベストが研究の相棒だと世間に知られることを望んでいた。

糖糖尿尿病病っっててななんんだだろろうう？？ 糖糖尿尿病病診診断断ののききっっかかけけ！！

①無症状だが、検診や献血で糖尿病の疑いがあると言わ
れた。
②糖尿病の症状が出て、病院を受診した。
③糖尿病の合併症が出て、初めて糖尿病を指摘された。
④妊娠をした時に高血糖が見つかった。

…等々。疑わしい場合は、早めに受診しましょう。

インスリンがうまく作用しないことにより高血糖を引き
起こします。糖尿病を含む生活習慣病は、、無無症症状状ででもも放放
置置すするるとと重重症症化化します。

うまく血糖を下げることができず、高血糖の状態が続く
と、尿尿量量増増加加・・喉喉がが乾乾くく・・体体重重減減少少・・免免疫疫力力のの低低下下など
の症状が起こります。

糖糖尿尿病病のの種種類類 糖糖尿尿病病ををそそののままままににすするるとと……

インスリンが十分にはたらかない、もしくは分泌されない
糖尿病は大きく分けて つに分類されます。

① 型型糖糖尿尿病病：インスリンの分泌が著しく低下する。。
② 型型糖糖尿尿病病：インスリンの分泌が低下または効きにくい。
③糖糖尿尿病病以以外外のの疾疾患患やや治治療療にによよるるもものの
④妊妊娠娠糖糖尿尿病病：妊娠により発症したもの。

急急性性合合併併症症
著しく血糖値が上昇すると、昏睡、けいれんなど生命を
脅かす状態になることがあります。

慢慢性性合合併併症症
僅かな血糖の上昇でも高血糖の状態が続くと、最悪の場
合は失明や透析の必要がある腎不全、心筋梗塞や脳梗塞
などを引き起こす可能性があります。

糖糖尿尿病病のの年年間間医医療療費費 高高齢齢者者ににおおけけるる糖糖尿尿病病

国民医療費の概況によると、糖尿病の医療費は年年間間11兆兆
22,,223399億億円円にのぼります。
そのため、国国はは糖糖尿尿病病をを重重要要疾疾患患ののひひととつつととしし、、各地域
で適切な医療体制を整えるために、各都道府県で「医療
計画」という指針を作成するように定めています。

年の国民健康・栄養指導調査によれば、糖尿病患者
のうち、 歳歳以以上上のの者者がが男男性性はは ％％、、女女性性はは ％％を
占めています。
糖尿病により、筋力が低下しやすく、転倒や閉じこもり
などから要介護状態となるリスクが上昇するため、病院
や社会全体でのサポートが必要となります。

参参考考文文献献：：
• 吉吉岡岡成成人人代代表表著著 成成人人看看護護学学 内内分分泌泌・・代代謝謝 株株式式会会社社医医学学書書院院 年年 月月 日日第第 版版第第 刷刷
• 関関根根信信夫夫著著 糖糖尿尿病病患患者者がが長長生生ききででききるるオオンンリリーーワワンン治治療療法法 株株式式会会社社二二見見書書房房 年年 月月 日日発発行行
• 厚厚生生労労働働省省 平平成成 年年度度 国国民民医医療療費費のの概概況況よよりり 年年 月月 日日閲閲覧覧
• 一一般般社社団団法法人人日日本本生生活活習習慣慣病病予予防防協協会会 生生活活習習慣慣病病のの調調査査・・統統計計よよりり 年年 月月 日日閲閲覧覧

〜〜糖糖尿尿病病専専門門医医・・関関根根信信夫夫院院長長のの糖糖尿尿病病 ＆＆ 〜〜

東京新宿メディカルセンターの関根院長の著書『『糖糖尿尿病病患患者者がが長長生生ききででききるるオオンンリリーーワワンン治治療療法法』』より、
わかりやすい説明を抜粋しました。「知らなかった！」という素敵な情報もあるかもしれません！

QQ11 太太っってていいななくくててもも糖糖尿尿病病ににななるる？？
A1 他の国と比べてアジア系の人間は比較的低い肥満度でも糖尿病になりやすいです。

糖尿病有病率は、日本人より肥満度の高い人が多い欧米とほぼ同じレベルにあります。

Q2. ふふつつううのの食食事事をを心心ががけけてていいるるののにに、、糖糖尿尿病病ににななっっててししままっってて……
A2 現代の「運動不足かもしれないけど、暴飲暴食をしない食生活」でそれほど肥満に

ならなくても、 〜 割は糖尿病になってしまうのです。

Q3 糖糖尿尿病病がが疑疑わわれれたた時時ははどどううししたたららいいいいのの？？
A3 糖尿病は血液検査を行わなければ診断確定となりません。食事や運動、ストレスなどの影響で変動するため、

繰り返し血液検査が必要です。また、無症状でも放置すると重症化するため、早めに受診しましょう。

Q4 糖糖尿尿病病のの治治療療目目標標はは？？
A4 糖尿病が本当の意味で病気になるのは、高血糖が長い間続き、合併症が発症したときからです。合併症発

症前後や重症度により目標は異なります。なるべく早く治療を始めることで悪化を防ぎ、 （生活の質）の低
下を防ぎます。

Q5 予予防防ををすするるとと死死亡亡リリススククがが減減るるっってて本本当当でですすかか！！？？
A5 糖尿病を管理し合併症を予防すると、死亡のリスクを減らすことができます。血糖のコントロールがよい人

（ ％未満）で ％、腎症のない人では ％も糖尿病ではない人に比べて死亡率は低いのです。

糖糖尿尿病病

糖尿病とは バンティング博士について インスリン発見の歴史と変遷 インスリンとは
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で
、
元
々

外
科
医
な
ん
で
す
。
第
一
次
世
界
大

戦
で
従
軍
し
て
、
そ
の
後
ト
ロ
ン
ト
の

近
く
に
開
業
す
る
の
で
す
が
、
全
然

流
行
ら
な
く
て
仕
方
な
く
大
学
で
も

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
１
９
２
０

年
11
月
の
あ
る
日
、「
膵
臓
に
糖
尿

病
の
原
因
と
な
る
も
の
が
あ
る
ら
し

い
」
と
い
う
論
文
を
読
ん
で
、
一
晩

色
々
と
考
え
て
、
あ
る
ア
イ
デ
ア
が

閃
い
た
。
そ
の
メ
モ
書
き
が
残
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
冒
頭
、
な
ん
と
糖

尿
病
（diabetes

）
の
綴
り
が
間
違
っ

て
い
て
、diabetus

4

4

4

に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
。
日
本
人
で
言
え
ば
、
さ

し
ず
め
「
糖
尿
病
」
と
い
う
漢
字
を

ろ
く
に
書
け
な
い
人
が
翌
年
に
イ
ン

ス
リ
ン
を
発
見
し
た
よ
う
な
も
の
で

す
（
笑
）。
し
か
も
閃
い
た
ア
イ
デ
ア

は
、
実
は
他
に
も
既
に
や
っ
た
人
が

い
る
の
で
、
特
別
画
期
的
な
方
法
で

は
な
か
っ
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
話
に
な

り
ま
す
が
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
に
マ
ク

ラ
ウ
ド
と
い
う
有
名
な
生
理
学
の
教

授
が
い
て
、
そ
の
教
室
に
研
究
を
願

い
出
た
と
こ
ろ
、
マ
ク
ラ
ウ
ド
教
授

は
「
た
ぶ
ん
上
手
く
い
か
な
い
と
思

い
ま
す
よ
」
と
乗
り
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、「
犬
10
匹

と
助
手
の
学
生
を
つ
け
て
あ
げ
る
か

ら
、
自
分
が
夏
休
み
で
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
帰
っ
て
い
る
間
に
や
っ
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
、
バ
ン

テ
ィ
ン
グ
博
士
と
、
大
学
生
の
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ベ
ス
ト
の
二
人
で
実
験
を
重

ね
成
功
さ
せ
た
。
ち
な
み
に
助
手
の

候
補
と
し
て
は
も
う
一
人
別
の
学
生

が
い
た
の
で
す
が
、
本
当
か
ど
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
イ
ン
ト
ス
で

負
け
た
ベ
ス
ト
が
助
手
に
つ
い
た
そ

う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
２
３
年

に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
の
は
バ

ン
テ
ィ
ン
グ
博
士
と
マ
ク
ラ
ウ
ド
教

授
で
、
ベ
ス
ト
は
も
ら
え
な
か
っ
た

ん
で
す
。
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
博
士
は
怒
っ

て
、
ベ
ス
ト
と
と
も
に
賞
金
を
シ
ェ

ア
し
た
。
マ
ク
ラ
ウ
ド
教
授
に
対
し

て
も
色
々
と
批
判
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
特
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
製
品
化
に

あ
た
っ
て
は
貢
献
し
て
い
る
の
で
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
値
し
な
い
と
言
う
わ

け
で
は
な
い
ん
で
す
。

徳
岡
▼
多
く
の
「
発
見
」
に
は
偶
然
や

思
い
つ
き
を
ス
ル
ー
せ
ず
に
、
ど
う

突
き
詰
め
て
い
く
か
と
い
っ
た
と
こ

ろ
が
非
常
に
重
要
で
す
ね
。

関
根
▼
イ
ン
ス
リ
ン
は
患
者
が
長

ら
く
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
な
の

で
、
１
９
２
１
年
に
発
見
さ
れ
て
翌

１
９
２
２
年
に
は
糖
尿
病
の
子
供
に

投
与
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
ら

即
応
用
と
い
う
、
現
在
で
は
考
え
ら

れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
す
よ
ね
。
そ
れ

か
ら
最
初
の
薬
は
動
物
の
膵
臓
か
ら

抽
出
さ
れ
た
‘
雑
’
な
も
の
で
、
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
も
の
を
、
打
た
な
い
と
死
ん

で
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
患
者
に
投

与
さ
れ
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
そ

ん
な
話
も
面
白
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
勉
強
は
医
学
生
だ
っ

最最新新のの糖糖尿尿病病治治療療

ＣＣＧＧＭＭ

⚫ 持持続続ググルルココーーススモモニニタタリリンンググ（ ：ＣＣＧＧＭＭ）

とは、皮下に刺した細いセンサーにより皮下の間質液中の糖濃度 間質グルコース値
を持続的に測定することで、 日の血糖変動を知ることが出来る医療機器のことです。

⚫ 血糖値と皮下の間質グルコース値はほぼ同じなので、 日の血糖値の動きが持続的に
視覚的にわかります。

⚫ 間質グルコース値を実際の血糖値に近づけるために、定期的に実測血糖値を入力する
こと 較正 が必要となります。

ＳＳＡＡＰＰ療療法法

⚫ 療療法法 療法 とは、上記二つを組み合わせたものです。

⚫ 患者さんのセンサグルコース値が に常時表示されるため、インスリン注入量の調
節が容易に出来ます。

⚫ 最新機種では、センサグルコース値によって低血糖の発生を予測してインスリン注入
を自動で一時停止、低血糖を予防するシステムを備えています。

ＣＣＳＳＩＩＩＩ

⚫ 持持続続皮皮下下イインンススリリンン注注入入（ ：

）とは、皮下に挿入されたカニューレ 細かい管 から持続的にインスリンを注

入し、細やかなインスリン投与を行うインスリンポンプ療法のことです。

⚫ インスリンはボタン一つで投与でき、人目を気にせずインスリン注入ができます。

⚫ 時間帯によって投入するインスリンの量を変更でき、その患者さんに合ったインスリ
ン投与法を実現することができます。

ココララムム：：間間質質液液中中のの糖糖濃濃度度ととはは？？
間質液とは細胞と細胞の間に存在する
液体のことです。ブドウ糖は血管を
通って体内に運ばれ、体の末端で毛細
血管から間質液、間質液から個々の細
胞へと運ばれ、利用されます。
間質液のブドウ糖濃度は血糖値 血液
中のブドウ糖濃度 と相関するため、
間質液をもとに血糖値をある程度知る
ことができます。ただ、血中から間質
液に染み出すには多少時間がかかるた
め、間質液の値は実際の血糖値よりも
少し遅れた値になります。

参考文献：糖尿病ケア2020年8月号 まるごと◎血糖モニターとインスリンポンプ

糖糖尿尿病病ララウウンンドド 院院内内回回診診
肺炎や外科手術など糖尿病以外の病気の治療のため入院する糖尿病患者さんは

全入院患者さんの１１６６％％を占める

糖尿病治療だけを目的として入院される患者さんの８８倍にもなり、圧倒的に多い状況です

当院ではこの状況に対応すべく、
年より、院院内内全全ててのの糖糖尿尿病病患患者者をを対対象象に

専専門門チチーームムにによよるる治治療療介介入入 糖糖尿尿病病ララウウンンドド
を行っている。

これは左図に示す院内の組組織織横横断断チチーームムのの連連携携
によってなされる。

具体的には、採血の血糖値から糖尿病患者さん
をピックアップし、週 回のカンファレンスで、
入院中の食事の内容や運動の状況、血糖値の推
移などを多職種でチェックしている。

著しい高血糖を認める場合などの必要時は、
専門チームが調整を行っている。

年間チェック患者数は 人人！！

ここれれかかららもも適適切切なな血血糖糖ココンントトロローールルをを行行っってていいききまますす！！
糖糖尿尿病病ででおお困困りりのの方方ががいいららっっししゃゃいいままししたたらら

おお近近くくののススタタッッフフままでで！！！！

実際、エエビビデデンンスス（（効効果果））として平平均均血血糖糖値値やや低低血血糖糖のの頻頻度度がが低低下下し、

入入院院期期間間がが短短縮縮につながっている。また、インスリンを含む糖尿病薬の
適切・安全な使用にも貢献している。

ちなみに、アメリカ糖尿病協会では入院中の血糖管理をできる限り糖糖尿尿病病診診療療
チチーームムにに任任せせるるここととがが推推奨奨されている。

院内で 年に行った糖糖尿尿病病をを専専門門ととししなないい医医師師へへののアアンンケケーートトでは

糖尿病専門チームによる診療は必要か？

糖尿病専門チームによる介入の効果を感じるか？

糖尿病専門チームに血糖コントロールを任せたいか？

！！ ％％

！！ ％％

！！ ％％

患者さんから
「相談に乗ってもらえて
安心」と仰って頂き、嬉

しく感じた。

看看護護師師にによよるる‘‘特特定定行行為為’’

特特定定行行為為ととはは……

当院は特定行為研修指定研修機関として、特特定定行行為為をを行行うう専専門門性性のの高高いい看看護護師師
を育成しています。

年 月、保健師助産師看護師法の改正により「特特定定行行為為にに係係るる看看護護師師のの研研修修
制制度度」が始まりました。

特特定定行行為為とは「実践的な理解力や判断能力のほか、高度な専門知識
や技術をもって医師が定めた手順書に基づいて行う診療補助」のこと

で、 区分、 の行為があります。

その内当院には、血糖管理（インスリン量の調整）、輸液管理、胃ろう
交換、褥瘡処置、人工呼吸器の調整 などの修了者がいます。

血糖管理に関する特定行為研修を修了した看護師は 名いて、日々インスリン量の調節
を行っています。

特定行為研修を修了した看護師は下の写真のようなカラースクラブを着ています。

特特定定行行為為研研修修修修了了者者のの声声

インスリン調節は難しい
が、合併症予防に患者さ
んと一緒に取り組めてい

て嬉しい。

以前よりも更に患者さん
に寄り添い、共に悩める

ようになった。

やりがいや充実感を感じ、
良い意味で責任感と緊張感

が増した。

糖尿病について、患者さん
により具体的にお話ができ

るようになった。

患者さんの生活をより
身近に感じながら看護
に取り組めるように

なった。

食食事事とと血血糖糖値値のの関関係係
早速ですが、クイズです！ 血糖値が上がりやすいのはどちらでしょう？

①

②

③

答えは、 ①あんぱん ②フライドポテト ③どちらも同じくらい です。

では…
血糖値が上がりやすい食品、上がりにくい食品、何が違うのでしょうか？

糖質 糖質

糖質 糖質

糖質 糖質

食後高血糖には食事中の 糖糖質質量量 が大きく影響しています。
血糖値をコントロールするには、糖質を多く含む食品の食べ方に工夫が必要です。

糖質を多く含む食品は以下のような食品です。
糖質もエネルギー源として大事な栄養素ですが、量に気をつけましょう。
特に菓子類やジュースは砂糖がたくさん使われているものが多く、要注意です！

主主菜菜（たんぱく質）
肉、魚、卵、
大豆製品

主主食食（炭水化物（糖質））
ご飯、パン、麺類

副副菜菜 ２２～～３３品品
（ビタミン・ミネラル・食物繊維）
野菜、海藻、きのこ類、こんにゃく

果果物物 乳乳製製品品

おにぎりを食べるときには、ゆで卵やサラダをプラスするなど、糖質が多い食品に
偏ることなく、たんぱく質の多い食品や野菜も一緒に食べることをおすすめします。
特に、野菜に含まれる食物繊維には血糖値の上昇を抑制する効果があります。
ベジファースト！一口目は野菜から！

ああんんぱぱんん１１個個 ササンンドドイイッッチチ

フフラライイドドポポテテトトととんんかかつつ

みみたたららしし団団子子 串串 せせんんべべいい 枚枚

★食事バランスを意識してみましょう。主食だけでなく、主菜、副菜も一緒に。

食事と血糖値の関係 看護師による特定行為 糖尿病ラウンド（院内回診） 最新の糖尿病治療

JCHO東京新宿メディカルセンターの企画JCHO東京新宿メディカルセンターの企画
「インスリン・ミラクル」への取組みと看護学生の成長「インスリン・ミラクル」への取組みと看護学生の成長

特集①
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て
し
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
。

徳
岡
▼
学
校
の
授
業
で
歴
史
を
習
っ
て

も
、
年
表
を
覚
え
る
だ
け
で
印
象
に

残
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

小
説
や
大
河
ド
ラ
マ
に
な
る
と
色
々

な
ス
ト
ー
リ
ー
に
感
動
し
、
記
憶
に

残
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形
で
勉
強

の
楽
し
さ
が
刷
り
込
ま
れ
た
ら
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

上
野
▼
今
回
、
学
生
が
作
っ
た
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
つ
い
て
の
作
品
を
、
各

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
我
々
に
と
っ
て

も
勉
強
に
な
っ
た
の
で
、
学
生
か
ら

た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

徳
岡
▼
学
生
た
ち
か
ら
質
問
さ
れ
て

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

上
野
▼
質
問
が
と
て
も
純
粋
な
の
で
、

自
分
た
ち
と
違
う
視
点
に
感
心
し
ま

し
た
。
学
生
と
こ
の
よ
う
な
企
画
を

行
え
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

～
担
当
教
員
か
ら
見
た
学
生
の

成
長
～

野
月
▼
（
こ
こ
で
担
当
教
員
の
森
先
生

登
場
）
森
先
生
か
ら
見
た
学
生
の
成

長
や
、
新
た
な
発
見
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
。

森
▼
い
く
つ
か
論
文
は
提
供
し
た
の
で

す
が
、
今
ま
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
い
た
こ
と
を
、
書
籍
や

エ
ビ
デ
ン
ス
を
直
接
調
べ
る
こ
と
が

重
要
だ
と
気
づ
い
た
よ
う
で
す
。

野
月
▼
「
出
典
を
明
ら
か
に
」
と
い
う

の
は
、
院
長
か
ら
特
に
厳
し
く
言
わ

れ
て
い
た
の
で
。

徳
岡
▼
そ
れ
は
基
本
中
の
基
本
で
す

ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と

す
ぐ
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
が
、
フ
ェ
イ
ク
や
間
違
っ
て
い

る
こ
と
も
多
い
昨
今
で
す
の
で
。

野
月
▼
最
後
は
関
根
院
長
が
詳
細
に
点

検
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
修
正
は

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容

や
ま
と
め
方
の
セ
ン
ス
な
ど
褒
め
て

く
だ
さ
り
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
よ
ね
。
他
に
何
か
あ
り
ま
す
か
。

森
▼
様
々
な
こ
と
を
同
時
に
進
め
ら
れ

る
部
分
で
も
成
長
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
ち
ら
か
ら
指
示
は
出
し
て

い
な
い
の
で
す
が
、
学
生
主
体
で
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
を
決
め
た
よ
う
で

す
。

野
月
▼
テ
ー
マ
も
自
分
た
ち
で
選
ん
だ

の
で
す
よ
ね
。

森
▼
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
た
枠
組
み
は

あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
が
自
分
た
ち

で
割
り
振
っ
た
よ
う
で
す
。
グ
ル
ー

プ
で
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
自
然
と

中
心
に
な
る
子
は
出
て
き
ま
す
ね
。

上
野
▼
そ
の
中
心
的
だ
っ
た
学
生
に

と
っ
て
も
よ
い
経
験
だ
っ
た
で
し
ょ

う
ね
。
人
を
ま
と
め
る
こ
と
が
、
今

後
、
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
生
き

て
く
る
と
思
う
の
で
。

森
▼
た
だ
、
学
生
が
難
し
い
と
言
っ
て

い
た
の
が
、
展
示
を
ご
覧
に
な
る
患

者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
表
現
で
す
。

上
野
▼
難
し
い
言
葉
だ
と
患
者
さ
ん
の

中
に
は
理
解
で
き
な
い
方
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
。

森
▼
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
表
現
す

る
か
は
指
導
し
ま
し
た
。
あ
と
は
、

面
白
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
内
容
で

す
ね
。
例
え
ば
食
事
を
食
べ
る
順
番

で
す
と
か
。
ま
た
、
学
生
が
す
ご
く

積
極
的
に
質
問
に
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
何
を
や
っ

て
い
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
後
半
は
す
ご
く
積
極
的
で
し
た

ね
。

野
月
▼
11
月
14
日
に
は
絶
対
に
展
示
で

き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
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ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
が
大
変
で
し
た
よ

ね
。

森
▼
大
変
で
し
た
。
で
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睡
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を
取
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て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
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無
い
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う

に
配
慮
し
た
つ
も
り
で
す
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検
索
に

時
間
を
取
ら
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
検
索

ワ
ー
ド
を
提
示
し
た
り
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最
初
か
ら

エ
ビ
デ
ン
ス
の
多
い
文
献
を
提
示
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ま
し
た
。

上
野
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完
成
し
た
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ス
タ
ー
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学
生
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見
て
、
み
ん
な
す
ご
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嬉
し
そ
う
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様
子
で
、
頑
張
っ
て
作
っ
た
も
の
が

形
に
な
っ
て
、
公
の
場
所
に
張
り
出

さ
れ
て
患
者
さ
ん
も
見
て
い
る
こ
と

が
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
り
、
大
き

な
自
信
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

関
根
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「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ

ン
ド
」
も
そ
う
で
す
が
、
こ
の
作
品

も
冊
子
に
す
る
予
定
で
す
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看
護
学

生
に
と
っ
て
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
よ

う
に
、
記
念
に
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

上
野
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

イ
ベ
ン
ト
が
出
来
た
こ
と
は
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

徳
岡
▼
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
も

ら
う
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
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み
ん
な
色
々
な
発
見
が
あ
る
と

思
う
ん
で
す
。
辛
か
っ
た
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
し
。

上
野
▼
み
ん
な
で
振
り
返
り
を
や
り
た

い
で
す
ね
。

森
▼
本
音
（
？
）
が
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

徳
岡
▼
い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
根
・
野
月
・
上
野
・
森
▼
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

網野

「インスリン ・ ミラクル」

イベントに参加した感想

斉藤

平山
　今回、 『インスリン ・ ミラクル～インスリン発見 100 周年
記念』 のイベントに参加させていただき、 インスリンについて
理解を深める事ができました。　インスリンとノーベル賞の関係性を調べてみると、 インスリ
ンを発見してノーベル賞を受賞したバンティング以外にも、 イ
ンスリンを研究材料にしてノーベル賞を受賞した方々がたくさ
んいた事に驚きました。
　インスリンは、 研究材料として医学だけでなく、 化学分
野でも活用されました。 医学分野では動脈硬化や高血圧な
どの生活習慣病の 1 つである 2 型糖尿病の原因の 『インス
リンの抵抗性』 というメカニズムを見つけた研究者がノーベル
賞を受賞されていました。　化学分野ではインスリンを分子の単位まで分解する方法を
研究したことによって、 DNA を解明した結果、 遺伝子組み
換え技術が発展し動物性インスリンからヒトインスリンに合
成できるようになり、 薬の副作用を減らしたり、 インスリン
療法の安全性と利便性が向上しました。 その研究者は、 イ
ンスリンを使って視点を変えた研究を行い、 ノーベル賞の歴
史で史上初の同一分野で 2 度の受賞を果たしました。　インスリンによって、 紀元前から人類を苦しめてきた糖尿
病をコントロールすることによって症状を抑えることが出来るよ
うになり、 私たちが自分らしく生きていけるようにしてくれまし
た。 飽食の時代において生活習慣病は切っても切り離せませ
ん。 インスリンが私たちの健康問題を解決してくれた実績を
忘れる事なく、 この奇跡の発見を忘れてはいけないと、 強く
理解できました。

　糖尿病グループは、 母体病院の院長が糖尿病の専門医
のため、 院長の著作や教科書を参考に疾患について調べ学
習を行いました。 インスリン ・ ミラクルにより、 疾患について
より具体的に学べ、 かつインスリンの効果や背景を学べ、 と
ても有意義な時間となりました。

　今回インスリン ・ ミラクルの活動に参加し、 多くのことを

学ぶことができました。 私はインスリンを発見したフレデリック・

バンティングについて調べ、 インスリンの発見に至るまでの様々

な出来事やバンティングがどのような実験を行ってきたかなどに

ついて知ることができました。 今ではインスリンは糖尿病の治

療には欠かせないものとなっており、 飢餓療法しかなかった時

代から考えると、 とても大きな発見であったと感じました。 ま

た、 バンティングの実験の過程などを知っていく中で、 なぜイ

ンスリンが糖尿病に効果があるのか、 この発見がどれだけ奇

跡的な出来事であったかなどをインスリン ・ ミラクルの活動を

通して学ぶことができました。

　インスリンの働きについて血糖値を下げることしか学ぶこと

ができていませんでしたが、 余った糖から必要な時に活用でき

るようエネルギー源として貯蔵できることや、 筋肉や血液のも

とになるタンパク質を合成して成長を促進できることについて

改めて学ぶことができました。 他にも、 糖尿病を罹患すると

必ずしもインスリンを打たなければならないという考えでした

が、 1 型糖尿病や重度の肝障害、 腎障害の合併などは必

ず打つが、 2 型糖尿病や経口血糖降下薬療法で血糖がコ

ントロール出来る方などは絶対的に打つということはないとい

うことを学ぶことができました。 今回のインスリンについての学

びを活かし、 糖尿病やインスリンについて深く学べていけたら

いいなと感じました。

冨田

　今回、 インスリン製剤発展の歴史を担当しました。 薬の歴史について考えたことがなかったので、 １つの製剤の発展を学ぶことはとても興味深かったです。 今日、 多くの人に使われているインスリンは、 試行錯誤を繰り返した末に、 この100年間で今の形にいきつきました。 身近な人もお世話になっているこの薬に、 そのような歴史があることを知り、 今の状態で薬を使えていることにありがたさを覚えました。 同時に、インスリンを含めた薬剤はこれからも発展 ・ 進化していくのだろうと思うと、 今後がますます楽しみに思えます。 これから看護師として、 患者さんが使う様々な薬に関わる機会も多くなると思います。その際には、今回の取り組みを思い出して、興味を持って歴史に想いをはせることになると思います。

奥山 嶋村

　今回、 インスリン ・ ミラクルの企画を通じて、 糖尿病やインスリンの知識や歴史の変遷を調べ資料作成したことで、多くの学びを得ることが出来ました。 インスリンが発見される100年前までは、 糖尿病は死の病として周知されており、飢餓療法など過酷な延命治療しかなかったことに驚愕しました。 バンティング博士の気づきや行動力により、 インスリンが発見されたことから、 どんな小さな疑問でも解決するように行動することが大切であると学ぶことが出来ました。 今後、 糖尿病に罹患した患者さんを看護することが多々あると思います。 今回の学びを活かし、 勉学に励んで行きたいと思います。
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「インスリン・ミラクル」の展示は令和４年３月 31 日まで行っていますので、ぜひ東京新宿メディカルセンターに足を
運んでみてください。07



ＪＣＨＯは、独立行政法人として、中期計画（５年間）に基づき作成した年度計画の達成状況について毎年、
厚生労働大臣から評価を受けることとなっています。
先般、第２期中期計画における２年度目（令和２年度）の業務実績に対する厚生労働大臣の評価を受け、

次のとおりの結果となりました。

法人全体の評価

　定量的指標により目標設定されているものについては、概ね目標を達成するとともに、以下の点
は高く評価できる。
❶�新型コロナウイルス感染症（以下「新型コロナ」という。）に係る緊急事態に対処するため、国や
自治体からの要請を受け、新型コロナ患者を受け入れるための病床を確保し、新型コロナ患者を
受け入れた。また、空港検疫への医療従事者の派遣や厚生労働省からの新型コロナ病床増床要請
に基づき、東京蒲田医療センターに全国の独立行政法人地域医療機能推進機構（以下「地域医療
機構」という。）から医療従事者を派遣したほか、大阪コロナ重症センター、クラスター発生病院、
高齢者施設等の地域医療機構以外の施設に患者対応や感染管理等の現地指導を行うため医療従事
者を派遣した。加えて厚生労働省が実施するワクチン接種後の健康状況調査に協力するなど、我
が国における有事への対応に貢献した。
❷�介護老人保健施設等が病院に併設している地域医療機構の特色を最大限に活かし、医療ニーズの
高い者を積極的に受け入れるとともに、要介護者及び要支援者等の在宅復帰が難しい高齢者が増
加している中で、補完病院の地域包括ケア病棟の在宅復帰率の目標を達成した。
❸�医師の勤務環境の改善については国の喫緊の課題である中で、医師の働き方改革におけるタスク・
シフティングに資する看護師の特定行為研修制度を積極的に推進し、国の政策に貢献した。
❹�公的医療機関の経営が非常に厳しい状況の中で、政府からの運営費交付金を受けることなく、法人
全体で経常収支率 100%以上という容易には達成できない目標を達成した。また、特に重大な業務
運営上の課題は検出されておらず、全体として順調な組織運営が行われていると評価する。

～尾身理事長からのメッセージ～
　令和２年度業務実績評価においては、２年連続で総合評定「Ａ評価」を取得することができ、中で
も重要度及び難易度が「高」とされている項目のうち「診療事業」で「Ｓ評価」、「介護事業」で「Ａ評価」
を受けました。
　評価にあたりアピールしたポイントは先に紹介した４点でありますが、これに限らず、コロナ対応
を最優先とするために救急患者の受入れを制限したことや、クラスター発生によりさらに患者の受入
れが困難であったにもかかわらず、各病院が当直体制の見直しや救急にお
ける感染症対策の徹底など院内体制を整備し、応需率 82.9％を堅持したこ
とや、紹介率・逆紹介率が前年度比＋ 4.2 ポイント（紹介率）、4.0 ポイン
ト（逆紹介率）増加したこと、令和２年７月豪雨への対応など、職員の日々
の努力があったからこそ取得できた「Ａ評価」です。有識者からは「全体
として極めて高く評価できる１年だったのではないかと思っている。この
コロナの大変厳しい状況の中で、令和２年度、大変頑張っているなという
のが実感です。」とのお言葉もいただきました。
　コロナの感染状況はまだ予断は許さない状況ですが、今後も JCHO職員
一丸となって、さらに地域の皆様に信頼される JCHOを目指します。

独立行政法人地域医療機能推進機構理事長　尾身　茂

総合評定 Ａ 全体として中期計画における所期の目標を上回る成果が得られていると認められる

評定に
至った
理由

　項目別評定は８項目中、Ｓが１項目、Ａが３項目、Ｂが４項目であり、重要度「高」を付し
ている項目は、Ｓが１項目、Ａが１項目である。また、全体の評定を引き下げる事象もなかっ
たため、厚生労働省独立行政法人評価実施要領に定める総合評定の評価基準に基づき算定した
結果、Ａとした。

INFORMATION INFORMATION
インフォメーション

令和２年度業務実績評価報告
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中期計画（中期目標）
年度評価

中期計画（中期目標）
年度評価

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

Ⅰ．国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 Ⅱ．業務運営の効率化に関する事項

１　診療事業 １　効率的な業務運営体制の確立

(1)　効果的・効率的な医療提供体制の推進

Ａ○ Ｓ○

(1)　本部・地区組織・各病院の役割分担

Ｂ Ｂ

　①　地域の他の医療機関等との連携 (2)　効率的・弾力的な病院組織の構築

　②　５疾病・５事業等の実施 (3)　職員配置

　③　質の高い医療の提供 (4)　「働き方改革」への対応

　④　地域におけるリハビリテーションの実施 (5)　業績等の評価

　⑤　評価における指標 (6)　ＩＴ化に関する事項

(2)　予防・健康づくりの推進 Ｂ Ｂ ２　業務運営の見直しや効率化による収支改善

２　介護事業 (1)　収入の確保

(1)　在宅復帰の推進

Ａ○ Ａ○

(2)　適正な人員配置に係る方針

(2)　在宅療養支援の推進 (3)　材料費

(3)　介護予防事業及び自立支援・重度化予防の実施 (4)　投資の効率化

３　病院等の利用者の視点に立った医療及び介護の提供 (5)　調達等の合理化

(1)　分かりやすい説明と相談しやすい環境の推進
Ｂ Ｂ

(6)　一般管理費の節減

(2)　医療事故・院内感染の防止の推進 Ⅲ．財務内容の改善に関する事項

４　教育研修事業 １　財務内容の改善に関する事項

(1)　質の高い人材の確保・育成

Ａ Ａ

(1)　経営の改善

Ａ Ａ

　①　質の高い職員の育成 (2)　長期借入金の償還確実性の確保

　②　質の高い医師の育成 ２　短期借入金の限度額

　③　質の高い看護師の育成 ３�　不要財産又は不要財産となることが見込ま
れる財産がある場合には、当該財産の処分に
関する計画(2)　地域の医療・介護従事者に対する教育

４�　重要な財産を譲渡し、又は担保に供しよう
とする時はその計画

５　剰余金の使途

Ⅳ．その他業務運営に関する重要事項

１　職員の人事に関する計画

Ｂ Ｂ

２　医療機器・ＩＴ・施設設備の整備に関する計画

３　内部統制、会計処理

４　コンプライアンス、監査

５　情報セキュリティ対策の強化

６　広報に関する事項

７　病院等の譲渡

８　その他

※重要度を「高」としている項目については各評語の横に「○」を付す。難易度を「高」としている項目については各評語に下線を付く。

令和２年度業務実績評価　項目別評定

INFORMATION
インフォメーション
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Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
東
京
城
東
病
院
が
令
和
３

年
９
月
30
日
か
ら
コ
ロ
ナ
専
用
病
院
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

経
緯
と
現
状
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

当
院
は
、
令
和
３
年
４
月
時
点
で
常

勤
医
14
名
（
内
科
２
名
、
総
合
診
療
科

１
名
、
外
科
４
名
、
整
形
外
科
７
名
）、

病
床
数
1
1
7
床（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
な
し
）

の
体
制
で
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
病
院

の
空
調
関
係
の
構
造
が
、
感
染
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き
な
い
状
況
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
は
コ
ロ
ナ
患
者
の
積
極
的
な
受

入
れ
は
行
わ
ず
、
地
域
に
必
要
な
一
般

診
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

同
年
８
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
（
第
５
波
）
に
よ
り
全

国
21
の
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、
東
京
都
内
に
お
い
て
も
新

規
感
染
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
医
療

体
制
は
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
こ
の
よ

う
な
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
病
床
確
保
に
つ
い
て
国
か
ら

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
対
し
て
強
い
要
請
が
な
さ

れ
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
尾
身
理
事
長
か
ら
私
に

「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
責
任
と
し
て
コ
ロ
ナ
専
用

病
院
を
設
け
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
城
東
で
何
と
か
な
ら
な
い
か
検

討
し
て
欲
し
い
」
と
直
接
連
絡
を
い
た

だ
き
、
当
院
を
コ
ロ
ナ
患
者
の
み
の
入

院
で
通
常
入
院
は
受
け
入
れ
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
専
用
病
院
と
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　

決
め
る
に
当
た
っ
て
全
職
員
や
地
域

自
治
体
へ
の
説
明
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
診
療
に
慣
れ
た
常

勤
医
師
、
看
護
師
等
が
い
な
い
状
態
で
、

看
護
師
の
人
数
不
足
、
空
調
、
酸
素
供

給
の
容
量
な
ど
設
備
の
問
題
等
多
く
の

課
題
を
解
決
し
な
い
と
受
け
入
れ
は
困

難
な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
当
院
だ
け
で
行
う
こ
と
は
到

底
不
可
能
で
あ
り
、
外
部
の
医
師
・
看

護
師
等
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
的
支
援
や
経

済
的
支
援
な
ど
専
用
病
院
と
な
る
条

件
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本
部
に
全
面
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

戸
惑
い
や
不
安
も
非
常
に
大
き
な
も
の

で
、
地
域
の
方
々
へ
の
一
般
診
療
に
支

障
を
来
た
す
こ
と
へ
の
申
し
訳
な
い
思

い
、
当
時
の
入
院
患
者
様
約
90
名
の
確

実
な
退
院
と
転
院
先
の
確
保
、
職
員

に
対
す
る
コ
ロ
ナ
専
用
病
院
転
換
の
説

明
、
説
得
、
精
神
的
ケ
ア
、
な
ど
が
大

き
な
も
の
で
し
た
。
当
初
は
医
師
、
看

護
師
等
の
職
員
か
ら
「
コ
ロ
ナ
対
応
に

慣
れ
た
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
中
で
私
た

ち
だ
け
で
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」と
い
っ

た
不
安
の
声
も
聞
か
れ
、
少
な
い
で
す

が
退
職
や
配
置
転
換
希
望
の
職
員
も
い

ま
し
た
。
地
元
江
東
、
江
戸
川
、
墨
田

の
３
区
長
及
び
保
健
所
、
医
師
会
、
近

隣
の
医
療
機
関
、
地
域
住
民
へ
の
説
明

も
行
い
、
専
門
病
院
に
変
更
す
る
こ
と

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

T OPICS

研修の様子

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
東
京
城
東
病
院
　
院
長
　
中
馬 

敦

「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
東
京
城
東
病
院
が

「
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
東
京
城
東
病
院
が

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
専
用
病
院
に
な
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
専
用
病
院
に
な
っ
て
」

研修風景
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本
部
の
山
本
理
事
を
統
括
責
任
者
と
し

て
、
本
部
の
方
々
に
は
、
連
日
の
よ
う

に
当
院
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
解
決
に
つ
い
て
話
し

合
い
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本
部
と
国
等
の
協
力
に
よ

り
、
医
師
は
、
日
本
慢
性
期
医
療
協
会

の
病
院
、
日
本
赤
十
字
社
、
東
京
都
内

の
大
学
病
院
の
支
援
や
他
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

病
院
の
協
力
に
よ
り
派
遣
い
た
だ
き
、

ま
た
、
看
護
師
は
、
日
本
赤
十
字
社
、

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
、
労

働
者
健
康
安
全
機
構
の
支
援
に
よ
り
、

短
い
準
備
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

必
要
な
医
師
・
看
護
師
等
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
当
院
の

医
師
・
看
護
師
等
の
職
員
に
対
し
て
、

専
門
医
に
よ
る
治
療
方
法
の
研
修
や
、

感
染
管
理
の
現
場
研
修
を
実
施
し
、
並

行
し
て
空
調
設
備
、
陰
圧
装
置
、
酸
素

供
給
容
量
の
増
量
、
備
品
等
整
備
し
、

東
京
医
療
保
健
大
学
院
感
染
制
御
学
菅

原
教
授
の
ご
協
力
の
も
と
病
院
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
の
準
備
も
進
め
る
こ
と
で
、
コ

ロ
ナ
専
用
病
院
と
し
て
運
営
す
る
体
制

を
構
築
で
き
、
全
３
病
棟
の
う
ち
１
病

棟
休
棟
し
て
２
病
棟
50
床
で
軽
症
、
中

等
症
の
患
者
の
受
入
れ
準
備
が
整
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
専
用
病
院
が
９
月
30
日
に

開
棟
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
専
用
病
院
の

開
棟
ま
で
の
準
備
期
間
に
お
い
て
、
医

師
、看
護
師
等
職
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ

て
開
棟
の
た
め
に
頑
張
っ
た
お
か
げ
で
、

以
前
と
比
べ
ま
と
ま
り
が
出
来
た
こ
と

も
感
じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
診
療
は
常
勤
医
９
名
で
対
応

し
、
内
科
１
名
、
外
科
４
名
、
整
形
外

科
４
名
で
、
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
対
応
の

経
験
が
な
く
、
10
月
ま
で
は
大
学
病
院

等
の
外
部
施
設
か
ら
コ
ロ
ナ
診
療
に
習

熟
し
た
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
か

ら
連
日
ご
指
導
ご
助
言
を
受
け
な
が
ら

の
診
療
と
な
り
、
看
護
師
も
コ
ロ
ナ
対

応
に
慣
れ
た
外
部
施
設
か
ら
の
看
護
師

の
派
遣
を
い
た
だ
き
対
応
し
ま
し
た
。

　

開
始
２
日
目
に
は
尾
身
理
事
長
が
来

院
さ
れ
、
職
員
に
激
励
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
短
期
間
で
準
備

し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点

で
コ
ロ
ナ
患
者
は
激
減
し
て
い
た
た
め
、

も
う
少
し
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
お

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
私
含
め
て
職

員
全
体
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
11
月
中
旬
は
、
入
院
患
者
は

少
な
い
で
す
が
医
師
、
看
護
師
等
職
員

も
対
応
に
慣
れ
今
後
第
６
波
に
備
え
十

分
に
準
備
し
、
こ
の
先
の
運
営
に
苦
慮

す
る
場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
気
持
ち
で
い

ま
す
。

　

今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
全
体
で
協

力
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
そ

し
て
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
で
も
早
く
落
ち

着
く
こ
と
を
願
い
、
収
束
し
た
時
に
は

地
域
の
方
々
に
今
ま
で
以
上
に
お
役
に

立
て
る
一
般
診
療
を
再
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
当
院

の
職
員
の
研
修
を
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て
医
師
等
の
ス
タ
ッ
フ
を
派

遣
し
て
い
た
だ
い
た
病
院
の
院
長
、
医

療
従
事
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
し
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

T OPICS

研修の様子

尾身理事長からの激励
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JCHOと地域との様々なつながりJCHOと地域との様々なつながり

　

わ
た
し
た
ち
の
病
院
は
、
群
馬
県
の

前
橋
市
に
あ
る
地
域
医
療
支
援
病
院
で

す
。
医
療
圏
に
は
群
馬
大
学
病
院
と
４

つ
の
地
域
医
療
支
援
病
院
が
あ
り
、
な

か
な
か
の
激
戦
区
で
す
。
今
後
人
口
減

少
が
続
く
こ
と
も
確
実
で
、
地
域
医
療

構
想
で
は
前
橋
医
療
圏
の
病
院
は
厳

し
く
選
別
さ
れ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
、
当
院
が
地
域
に
必
要

と
さ
れ
続
け
る
に
は
、
地
域
と
の
連
携

を
大
切
に
し
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
機
能
を
身
に
着
け
て
い
く
他
あ

り
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
に
際
し
て
、
私

た
ち
が
合
言
葉
と
し
て
い
る
の
は
、「
地

域
と
の
段
差
を
な
く
す
」、「
連
携
医
療

機
関
が
あ
た
か
も
一
つ
の
組
織
の
よ
う

に
機
能
す
る
関
係
を
構
築
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
病
院
は

3
3
3
床
で
す
が
、
地
域
の
医
療
機

関
や
住
民
の
方
々
と
密
に
連
携
す
る
こ

と
で
、
5
0
0
床
以
上
の
大
病
院
に

匹
敵
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
紙
面
の
許
さ
れ
る
限

り
、
当
院
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

　

地
域
と
の
連
携
の
要
は
、
地
域
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー
で
す
。
現
在
、
24
名
の

専
従
職
員
と
医
師
２
名
で
構
成
し
て

い
ま
す
。「
地
域
医
療
連
携
室
」「
患
者

支
援
室
」「
医
療
福
祉
相
談
室
」
の
３

部
門
か
ら
な
り
、「
入
退
院
セ
ン
タ
ー
」

や
「
Ｅ
Ｒ
」
も
付
属
し
て
い
ま
す
。
地

域
医
療
に
関
す
る
機
能
を
こ
こ
に
集

約
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
課
題
に
機
動

的
に
対
応
で
き
ま
す
。
私
は
こ
こ
を

「
営
業
一
課
」
と
呼
び
、
医
療
連
携
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
や
行
政
、
介

護
・
福
祉
施
設
、
消
防
等
と
も
密
接
な

関
係
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
向

け
て
多
く
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、

年
間
一
万
人
を
超
す
紹
介
患
者
さ
ん

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
地
域

住
民
向
け
の
「
市
民
健
康
医
学
講
座
」

の
風
景
で
す
。（
写
真
１
）

　
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
と
地
域
連
携
パ
ス

　

糖
尿
病
は
、患
者
数
1
0
0
0
万
人
、

予
備
軍
を
加
え
る
と
2
0
0
0
万
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
患
者
さ
ん
た

ち
に
き
ち
ん
と
し
た
医
療
を
提
供
す
る

の
は
、
専
門
医
だ
け
で
は
無
理
な
話
で

す
。
そ
こ
で
、
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
を
作

り
、
地
域
の
先
生
方
と
協
力
し
て
、
連

携
パ
ス
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
専
門
的

な
検
査
や
薬
の
調
整
、
栄
養
指
導
等
は

当
院
で
定
期
的
に
行
い
、
そ
の
間
の
処

方
や
イ
ン
ス
リ
ン
の
管
理
は
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
大
勢
の
患

者
さ
ん
に
質
の
高
い
糖
尿
病
治
療
が
提

供
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
パ
ス
の
運
用

は
順
調
に
増
加
し
て
お
り
、
糖
尿
病
セ

JCHO病院では、機構の理念にあるように安心して暮らせる地域づくりに貢献できるよう、地域の皆様
とさまざまな形でかかわりを持つ取り組みを行っています。今回、２病院の取り組みをご紹介しますので、
ぜひご一読ください。

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
と
地
域
住
民
の
つ
な
が
り

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
群
馬
中
央
病
院
　
院
長
　
内
藤 

浩

特集②

写真 1　市民健康医学講座

写真２　糖尿病センター
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ン
タ
ー
の
規
模
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
２
）

　
地
域
包
括
ケ
ア
チ
ー
ム

　

当
院
の
立
ち
位
置
を
考
え
た
と
き
に
、

今
後
重
要
に
な
る
の
は
後
方
連
携
で
す
。

専
門
性
の
主
張
で
き
る
前
方
連
携
と
は

違
い
、
後
方
連
携
は
地
域
の
要
望
に
柔

軟
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
す
る
チ
ー
ム
を
作
り
、
病
院

の
先
生
方
の
専
門
性
と
地
域
に
ニ
ー
ズ

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
埋
め
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
に

も
対
応
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の

在
宅
か
ら
の
患
者
受
け
入
れ
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
の
重
要
性

は
今
後
さ
ら
に
増
し
て
い
き
ま
す
。

　
往
診
胃
ろ
う
交
換

　

胃
ろ
う
は
定
期
的
に
交
換
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
病
院
で
入
れ
替
え
る

と
様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
患
者

さ
ん
の
移
動
は
大
変
で
、
施
設
の
職
員

や
ご
家
族
に
は
大
き
な
負
担
に
な
り
ま

す
。
病
院
と
し
て
も
、
内
視
鏡
室
や
透

視
室
を
長
時
間
占
拠
し
て
し
ま
い
、
救

急
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
な
ど
の
弊
害
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
医
師
と
連
携
室

の
ス
タ
ッ
フ
が
施
設
や
在
宅
に
往
診
し

て
胃
ろ
う
交
換
を
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
す
で
に
10
年
以
上
継

続
し
て
い
ま
す
が
、
入
院
が
必
要
に
な

る
よ
う
な
合
併
症
は
経
験
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
他
の

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
に
も
技
術

移
転
し
、
医
療
圏
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。（
写
真
３
）

地
域
へ
の
情
報
提
供

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
本
格
化
す
る

前
の
令
和
元
年
度
に
は
、
地
域
の
医
療

従
事
者
や
住
民
向
け
に
、
2
4
0
回

以
上
の
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
開
催
が
激
減
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
可
能
に
な

り
、
少
し
ず
つ
再
開
し
て
い
ま
す
。
病

院
の
す
べ
て
の
部
門
が
積
極
的
に
地
域

住
民
と
の
連
携
を
模
索
し
て
お
り
、
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
写
真
（
写
真
４
）
は
「
感
染
管

理
室
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
開
業
直
前
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
出
向
い
て
感
染
対
策
の

指
導
を
し
て
い
る
風
景
で
す
。　

　

以
上
、
当
院
の
取
り
組
み
の
一
端
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
冒

頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
今
後
の
人
口

動
態
、
患
者
動
態
に
よ
り
、
病
院
は

そ
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
は
、
公
的
組

織
の
性
格
上
、
急
激
な
変
革
は
困
難
で

す
。
早
め
早
め
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
先
を
見
越
し
た
機
能
を
身
に
着

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
新
た
な
企

画
を
し
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
病
院

で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
系
医
師
の
挑
戦

　
～
地
域
を
つ
な
ぎ
、
ひ
と
も
ま
ち
も
元
気
に
～

　
井
階 

友
貴

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
若
狭
高
浜
病
院
（
福
井
大
学
医
学
部
地
域
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
講
座
　
教
授
）

写真 3　往診胃ろう交換

写真 4　地域への情報発信

　
「
医
師
が
い
て
医
療
が
存
続
し
て
も
、

ま
ち
が
、
ひ
と
が
元
気
で
な
い
と
意
味

が
無
い
。」
こ
の
思
い
が
、
私
を
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
創
生
へ
と
駆
り
立
て
て

い
ま
す
。

　

福
井
県
最
西
端
、
人
口
1
万
人
の

町
・
高
浜
町
に
私
が
赴
任
し
た
の
は

2
0
0
8
年
。
当
時
、
町
は
全
国
的
な

地
域
医
療
崩
壊
の
波
に
飲
ま
れ
、
最
盛

期
に
13
名
い
た
町
内
の
常
勤
医
師
数
は

一
時
5
人
に
ま
で
減
少
し
、
町
の
医
療

は
存
続
の
危
機
に
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、

病
院
、
役
場
、
大
学
の
連
携
の
も
と
で

提
供
し
続
け
た
地
域
医
療
教
育
が
功
を

奏
し
、
2
0
1
7
年
に
は
元
の
13
名
ま

で
常
勤
医
師
数
が
回
復
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
住
民
は
と
い
う
と
、
町

内
の
医
療
に
は
あ
ま
り
関
心
が
無
く
、

脚
が
あ
れ
ば
近
隣
自
治
体
の
総
合
病
院

や
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
通
院
す
る
、
脚

が
な
け
れ
ば
や
む
を
得
ず
町
内
医
療
機

関
に
か
か
る
、
と
い
う
雰
囲
気
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
い
く
ら
医

療
者
や
行
政
が
頑
張
っ
て
医
療
を
維
持

し
た
と
し
て
も
、
理
想
の
医
療
は
実
現

し
な
い
と
感
じ
て
い
た
頃
、
ふ
と
気
付
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『
赤
ふ
ん
坊
や
体
操
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
　
１
０
０
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
行
っ
て
感
じ
た
こ
と

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
若
狭
高
浜
病
院
附
属
介
護
老
人
保
健
施
設
　
理
学
療
法
士
　
津
原 

賢
太

　

赤
ふ
ん
坊
や
体
操
は
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
や
そ
の
家
族
が
一
緒
に

で
き
る
体
操
で
す
。
世
代
を
超
え
て
運

動
や
繋
が
り
の
き
っ
か
け
つ
く
り
を
目

指
し
て
お
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
地
域
の
公
民
館
・
保
育
所
な
ど
に

出
向
き
体
操
の
指
導
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
と
な
り
活
動
が
進
ま
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
負
け
じ
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
人
と
の
繋
が
り
を
作
り
出
そ
う

と
『
赤
ふ
ん
坊
や
体
操
オ
ン
ラ
イ
ン

１
０
０
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
を
行
い
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
繋
が
り
を
作
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
す
。
手
を

振
っ
た
り
、
声
を
か
け
た
り
す
る
と
手

を
振
る
な
ど
し
て
し
っ
か
り
と
返
答
し

て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
と
て
も
嬉
し

く
、
画
面
越
し
で
あ
っ
て
も
皆
が
体
操

を
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
対
面
で
行
っ

て
い
る
よ
う
な
親
近
感
が
湧
き
ま
し

た
。
ま
た
町
内
だ
け
で
な
く
、
県
外
か

ら
の
参
加
者
も
お
ら
れ
た
こ
と
で
、
ど

こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン

の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
時
は
様
々
な
団

体
や
人
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
成
り
立

ち
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
も
町
内
外

の
方
の
ご
協
力
の
も
と
で
成
り
立
ち
、

地
域
の
繋
が
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
反
省
点
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
も
行
い
、
繋
が
り
の

『
き
っ
か
け
作
り
』
を
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

図：赤ふん坊や体操オンライン会合の様子

く
と
、
大
変
な
の
は
医
療
分
野
だ
け
で

な
く
、
産
業
、
経
済
、
教
育
等
、
ど
の

分
野
を
と
っ
て
も
人
手
不
足
や
後
継
者

不
足
で
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
医

療
と
い
う
切
り
口
の
限
界
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
ま
ち
全
体
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
さ
れ
、
健
康
・
医
療
分
野
も
自
ず
と

良
く
な
る
、
そ
ん
な
仕
組
み
や
概
念
を

求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
な
り
に
考
え
て
み
た
結
果
、
健

康
の
社
会
的
決
定
要
因
な
ら
び
に
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
概
念
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
前
者
は
、
人
の
健
康

は
婚
姻
状
況
、
職
業
、
収
入
、
教
育
、

政
策
、
環
境
等
の
社
会
的
な
要
因
に
大

き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
概
念

で
、
後
者
は
社
会
関
係
資
本
と
も
い
い
、

地
域
社
会
に
お
け
る
人
と
人
の
つ
な
が

り
や
交
流
、
社
会
参
加
、
信
頼
関
係
と

い
っ
た
良
い
関
係
性
が
、
死
亡
率
や
健

康
寿
命
喪
失
等
、
健
康
分
野
の
重
要
な

指
標
に
、ま
た
、健
康
以
外
の
分
野
（
教

育
、
経
済
、
治
安
な
ど
）
の
指
標
に
も

良
い
影
響
を
も
た
ら
す
と
い
う
概
念
で

す
。
こ
れ
な
ら
人
口
減
少
時
代
に
も
ま

ち
全
体
を
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
で
き
る
と

確
信
し
、
海
外
の
公
衆
衛
生
大
学
院
で

学
び
を
得
つ
つ
、
2
0
1
5
年
よ
り
高

浜
町
の
「
絆
の
チ
カ
ラ
」
を
引
き
出
す

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
月
1
回

自
由
に
集
ま
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

地
域
課
題
と
感
じ
て
い
る
話
題
に
つ
い

て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
中
で
、
気
付
き

と
出
会
い
、
協
働
を
生
む
ま
ち
な
か
市

井
会
議
「
け
っ
こ
う
健
康
！
高
浜
☆
わ

い
わ
い
カ
フ
ェ
」
や
、
健
康
と
暮
ら
し

に
詳
し
く
、
生
活
現
場
で
地
域
を
つ
な

ぐ
こ
と
の
で
き
る
住
民
を
育
成
す
る
取

り
組
み
「
暮
ら
し
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
養

成
塾
」、
“
ま
ち
の
気
持
ち
が
わ
か
る

ま
ち
の
救
世
主
”
を
育
成
す
る
健
康

の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
事
業
「
健
康

の
ま
ち
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
」、
介
護

予
防
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
世
代
間
交
流
や

地
元
意
識
醸
成
ま
で
を
企
図
し
た
公

認
町
民
体
操
「
赤
ふ
ん
坊
や
体
操
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
、
同
じ
思
い
の
行

政
・
住
民
ら
と
協
働
で
推
進
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
積
極
的

に
取
り
組
み
継
続
し
て
お
り
、
先
日
は

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
的
処
方
を
テ
ー
マ
に

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
＋

に
取
材
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
り
組
み

の
詳
細
は
こ
ち
ら
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（kenko-

m
achizukuri.net

）
を
ご
参
照
下
さ
い
。

取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
地
域
の
交

流
の
頻
度
が
上
昇
す
る
と
い
う
結
果
も

確
認
で
き
ま
し
た
。
我
々
の
取
り
組
み

が
地
域
を
つ
な
ぎ
、
何
か
し
ら
ま
ち
を

元
気
づ
け
ら
れ
た
と
信
じ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

医
療
・
介
護
現
場
で
忙
し
く
勤
務
し

て
い
る
と
な
か
な
か
地
域
の
実
情
に
目

線
が
降
り
づ
ら
い
で
す
が
、
患
者
さ

ん
・
利
用
者
さ
ん
に
全
人
的
な
ケ
ア
を

提
供
し
て
も
な
お
救
わ
れ
な
い
理
由
は

地
域
社
会
に
あ
る
と
い
う
視
点
を
持

ち
、
無
理
な
く
で
き
る
こ
と
か
ら
地
域

に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
に
勤
め
る
者
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
全
体
に
最
適
な

方
略
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

14



15

令和３年 10 月に開催を予定しておりました『第６回 JCHO地域医療総合
医学会』は、新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが立たない状況の中、
会期を令和４年の３月４日（金）・５日（土）に延期をしたことにより、皆
様には大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。
また、多くの座長、発表の皆さまにおかれましては、当初予定していた発
表演題から数題の取り下げや発表者の変更はあったものの、引き続きご担
当、ご発表をいただけることとなり、深く感謝申し上げます。
本医学会は、木村　健二郎　会長（JCHO東京高輪病院　院長）のもと、
メインテーマを「不撓不屈」とし、新型コロナウイルスをテーマにしたセッ
ションを中心に魅力的なプログラムを企画してまいりました。また、学会事
務局としましても、JCHOの職員が一堂に会し、意見を交換する貴重な機会
を提供したいと考えております。引き続き、安全に細心の注意を払い「現地
開催」に向け準備を進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。
なお、今後も新型コロナウイルスの感染状況を注視しつつ、１月下旬には
開催方針の最終決定を行う予定としております。学会ホームページにて、最
新情報を随時掲示してまいりますので、ご確認くださいますようお願いいた
します。皆さまにはご心配、ご迷惑をお掛けしておりますが、何卒ご理解、
ご支援賜りたくお願い申し上げます。

『第７回JCHO地域医療総合医学会』は、令和４年10月21日（金）・22日（土）
の両日、熊本県熊本市の「熊本城ホール」を会場に地方開催の第１回目とし
て開催いたします。会長には JCHO熊本総合病院�島田　信也　院長にご就
任いただきました。
本医学会は既にご承知の通り、当初令和２年 11 月に開催を予定しており

ましたが、新型コロナウイルスの蔓延に伴い中止せざるを得ませんでした。
２年越しの熊本開催に向け、島田会長が熱い思いを込めたメインテーマは、
『ウイズウイルス時代の「新しい医療と地域づくり」』です。テーマには、
新型コロナウイルスの貴重な経験を基に、変異・新規ウイルスへの対処も念
頭に置いた医療対策を立てていく必要性と同時に、JCHO職員に「若い人た
ちが夢とプライドを持って安心して住み続けられる地域づくり・長寿命のま
ちづくり」に少しずつでも貢献してほしい、という意味が込められています。
プログラム企画では、参加者の皆さまが「学会に参加して本当によかっ

た。」と言って頂けるような魅力ある企画を今後検討してまいります。一般
演題は、３月下旬（予定）より募集を開始いたします。第６回では行うこと

ができませんでしたポスター発表についても、感染予防に配慮した上で実施をしたいと考えて
おります。
今後、島田会長のもと熊本総合病院、九州地区事務所、九州地区の病院にご支援を戴きつつ、

準備作業を鋭意進めてまいります。ぜひ、日本でも指折りの自然と文化、山海の美味しい食文
化がそろった熊本にお越し頂きたく、多数のご参加を心からお待ちしておりますので、よろし
くお願い申し上げます。

≪第6回 JCHO地域医療総合医学会≫

≪第7回 JCHO地域医療総合医学会≫

一般社団法人地域医療機能推進学会　事業課　ファン 歩実

INFORMATION

医学会の開催に向けて

インフォメーション



北海道東北

関東

東海北陸

近畿四国

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

松浦中央病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL https://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
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地区事務所
本部北海道東北地区管理部
関 東 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 四 国 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒866-0862

東京都港区高輪3-22-12 2F
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 大阪病院別館3階
熊本県八代市松江城町2-26 熊本総合病院健康管理センター棟4F

URL
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